










対中進出企業の現地ヒアリング   
KSAインターナショナル（英国ⅩSAI）上海事務所現地ヒアリング  
ヒアリング日時 2004年3月30日  
訪問者 大西広（京都大学経済学部）  




島津、ワコールの荷物を扱っていて、常駐スタッフニ名。   
一方、上海事務所は一昨年12月に登記後、実質的には昨年3月から活動し、現在はTOWA  







京都府事務所としての業務   
二年前の秋の京都府による上海でのビジネス・フォーラム開催のアレンジメントを機に  
京都府から以下の内容の委託を受けることになった。  
① 上海と舞鶴港との航路開拓（大分航路開設の経験も調べながら船会社と交渉中。これは   
成功報酬形式で京都府と契約をしている）  
②京都企業の中国進出支援（情報提供など。但し、これから）  
③ 京都に中国企業が進出するきっかけ作り。  
④ 京都への観光客の誘致  
この内容での活動状況は毎月京都府に報告書として提出している。  
－99一   
蘇州福田金属現地ヒアリング  
ヒアリング日時 2004年3月29日  
訪問者 大西広（京都大学経済学部）  



























人材確保について   
人材確保はどこも頭を痛めている様子。理工系の大卒生、日本語のできる学生は人材不  
足。蘇州大学は毎年50人しか日本語学科から卒業生が出せないので、50の会社で分け合  
－100－   
って当たるか当たらないか。当社も数年前に以前の通訳者が他社にとられた。少しでも賃  




年は幹部賃金を100％アップするところがあるということだった。   
ワーカーはその95％を現地で採用とのこと。この結果、年一度の帰省による休暇は短縮  
でき、また寮も確保せずに済んでいる。   
なお、工会もあり、社員との交流もうまくていっているとのことであった。  






ー101－   
蘇州タカラ産業（蘇州宝官塑料製品）現地ヒアリング  
ヒアリング日時 2004年3月29日  
訪問者 大西広（京都大学経済学部）  









独資とした理由   
合弁という詰もあったが、①経営権の問題、②利益を持って帰れない、③失敗例は全部  





工場拡張の経過   
当抑ま中国国内の商品から良質のものだけを選んで輸入し、六台の機械は見せかけで置  
いていたが、置いておくだけではもったいないので動かした。現在、6時間、12時間、12  




ているらしいとのこと。   
ただし、今後は自分で製品を作るより受注して外注する方式にウエイトを置くとのこと  
であった。  
労働者の構成   
300人の労働者中、250人はワーカーで給与は1000・800元／月（残業代を含む）。これ  
は毎年上昇。50人は管理職で大卒を含む。日本人は総経理を除いて3人。   
250人のワーカーは四川省など省外から紹介所を通じて雇用。寮はなく、自分で宿をと  
－102－   
ってもらっている。雇用年限はなく、はとんど継続雇用となっている。なお、食事は仕出  
しを会社の責任でとっている。   
総経理は当初年のうち、2／3はここに居たが、今は1／3程度に短縮しているとのことであ  
った。  
納入先   
95％は日本へ輸出し、残りの5％を中国国内の日系企業に納入している。ただし、有名な  
日系企業でも納金の遅れたことがあったようだ。  
－103－   
上海ナクシス（上海納格斯商標）現地ヒアリング  
ヒアリング日時 2004年3月26日  












生産能力   
現在は5000m2の第一工場と6000m2の第二工場があり、一方は拡張工事中。2002年4  
月の資料では生産設備は  





コンピュータ制御印刷機12台   
生産規模は織ネーム6億枚／年、印刷式ネーム8億枚／年、商品札8億枚／年、コンピュー  
タ印刷1．5億枚／年。  



























他の工場との関係   
他にタイ工場と香港工場を持っていて、それぞれがそれぞれの付近の会社に供給してい  
る。付近でなければならないのは、納期などが以前より厳しくなっているからで、中国北  
部向けに現在青島にも建設予定である。ここには日本人を三名送り込むことになっている。   
なお、香港の工場の実際の営業は東莞でされている。が、ここの工場の工員は現地人で  
はないので短期雇用となっている。   
タイ工場でも製造コストはほぼ同じとなっている。  
－105一   
天津ソディックプラスチック現地リアリング  
ヒアリング日時 2004年3月26日  
訪問者 夢精沫（株式会社 矢野製作所）等  
担当者 島本秀夫理事長  
進出の経過と目的   
京セラ稲盛会長が設立した盛和塾のシンポジウムに参加してきた天津市政府の関係者が  
受け皿となり、2002年3月に進出。登録資本金は7500万で100％独資。従業員は20名で  




存在する問題点   
ローム・ワコーと同じく進出したばかりで、一、番苦労の時期のようであった。但し、受  
け皿になってくれた政府関係者のコネクションでそれなりに順調に行っているようでもあ  





の経営戦略は独特であるものの、中国ビジネスにおける残された課題は大きいと思われる。   
なお、天津ソディックプラスチック有限会社は上海と深別にオフィスを持っている。  
ー106－   
ROnI一腎AEO電子（天津）有限公司現地ヒアリング  
ヒアリング日時 2004年3月26日  
訪問者 声情味（株式会社 矢野製作所）等  
担当者 岡崎和義副社長・黒住哲一技術指導員  





機器分野で世界の生産拠点として急成長を遂げている。   
こうした状況を背景に、ロームグループのひとつであるローム甘木は、1993年に51．35  
億円を投資し、中国大連に「ROHMELECTRONICSDALIANCO．，IND．」を設立し、パ  





を大幅に増強するなど中国国内における供給体制の強化をはかっている。   












給料が支払われていた。   
中国のWTO加盟により、外資に対する国家レベルの優遇政策は徐々に弱められているも  
のの、開発区政府はやはり外資導入のため積極的に優遇政策を採用しており、外資企業の  
トラブルにも積極的に対応をしているようであった。   
しかし、昨年まで輸出商品に対して還付されてきた17％の増値税（日本の消費税に似たも  









一108－   
サントリー上海現地ヒアリング  
ヒアリング日時 2003年12月12日  
横田忠衛（京都大学経済学研究科）  













サントリービール上海事業の組織   
2000年に北京政府の許可を得て、持株会社、三得利（中国）投資有限公司を設立。  
ビール生産部門、ビール販売部門、飲料事業の3部門を構成し、ビール生産部門に上海・  



















































ー110－   
の上海進出が2年遅れていれば、厳しい状況になっていたであろう。  
サントリー上海の経営システム   
上海での事業展開を推進するための基本方針は、①業界での独自のポジションを確立す  
ること、②コミュニケーションの徹底、③現地化の3本柱である。  
















網を構築することができた。   
これらを実現することによって、サントリー独自のポジションを確立することができた。  











一111－   














－112－   
紹興濱新食品総経理ヒアリング  
ヒアリング日時 2003年9月26日  
大西広（京都大学経済学部）  
紹興市・紹興抱江工業区・大阪能率協会主催投資環境セミナーにて  













































－114－   
天津ヤマハ電子楽器現地ヒアリング  
ヒアリング日時 2003年9月8日  










製造工程の特徴   
ヤマハの電子楽器は①日本でのエレクトーン、②インドネシアでの電子ピアノ（クラビノ  
ーバ）、③天津でのポータブル・キーボードといった分業生産になっていて、ここで作って  




作業服の色が違っているが、この差は余りない．「派遣元」は開発区か．   
現在はクリスマス向けの生産の仕込みで、全量中旬までに船に乗せる必要があるので夜  
も含む時間延長で働いている．そうでない時期は労働時間を延長しない．  
部品調達など   
組立て部品ははぼ内製だが、プラスチックの原料チップなどその材料は60％を中国国内  
で調達．ただし、工作機械はすべて日本製．  
その他   
企業内教育を重視し、工会や党委員会もある．  
－115－   
オムロン株式会社中国本社現地ヒアリング  
ヒアリング日時 2003年7月20日  
訪問者 大西広（京都大学経済学部）  

































ー116－   
以上の経過の中で、香港、台湾を含め現在21社が独資・合弁の形態で存在し、総従業員  
は4500人、2001年度の総事業額は約500億円となっている．  
当面の生産・販売目撫   
現在は中国国内での生産が228億円、販売が225億円であるところを2005年3月には  















－117－   
珠海麒麟統一埠酒公司現地ヒアリング  
（キリンビール株式会社 上海代表事務所）  
ヒアリング日時 2003年3月28日  
訪問者 高橋宏幸（京都大学大学院生）   






野に入れている。   








＊1ケース＝640mlX12本   







商品が円滑に流れるように「協賛金」（いわゆる「販促費」）を支払うことで対応している。   
その他 現在の中国のビール市場は供給過剰で、価格競争に陥り、メーカーとしては儲け  
にくい状態にある。中小のメーカーが大手に買収されるなど、再編の動きが活発である。  
ビールは「規模の経済」が働くので、年産3～5万klでは経営は難しい。  
－118－   
珠梅松下馬達有限公司現地ヒアリング  
ヒアリング日時2002年8月21日  
訪問者 山本裕美（京都大学経済学部）  
今回の調査では伊藤久男総務部長及び今別府祐郎製造部長のお話を聞くことが出来た。   
会社概要   
珠梅松下馬達有限公司は1993年5月に設立登記された。松下電器産業株式会社モーター  
社が松下電器産業株式会社の資本金2535万米ドルの出資に下に海外に設立したモーター製  





ルマイクロモーター社、武生松下電器株式会社の8社体制となった。   




③インフラが充実しており、香港、マカオに近いために物流の効率もよいことによる。   




る。   
事業内容   
事業内容は、輸出が70％、内販が30％が目標であるが、現実には殆どが輸出で内販は  
10％に過ぎない。内販は0玉：Mが主体である。   
会社設立と資本金   
会社は1993年5月に設立され、入社式は7月に行なわれ、9月には製品が出荷されてい  
る。会社の資本金は20億円で2001年5月には8億円増資されている。   
投資面では標準貸工場を借用している。本館は104ポ、第1棟は104ポ、第2棟は94  
rdで、工場は合計294niである。後は福祉関係の施設である。   
経営   
年商は2001年9億元、2002年11億元である。生産は2001年12月末6億台を突破し  
ている。従業員は2002年5月末現在3584名である。平均年令は23．3才で男女比率は12：  
88で圧倒的に女性が多い。   
生産概況   
2000年12月末には5億台、2001年12月末には6億台、2002年10月末に7億台、2003  
年7月末に8億台を達成している。創立10周年で8億台を達成したのである。   
従業員  
一119－   
2001年上半期には従業員は4807名を記録したが、2002年上半期では3584名に減少し  
ている。採用・退職の数の変動が非常に激しい理由は、需要変動が激しいという事実から  
規定されているのである。   




り、1・3カ月は試用期間となる。工会（労働組合）は存在する。   
工会   
工会の責任者を部門に配置して95年からは間接スタッフにしている。賃金表が効果を奏  
している。   




人いる。   
総務・製造部門には93年から女性の副部長が配置されている。1年以上現地で勤務して  
いる日本人は18名いる。   
労働生産性   
単純作業では中国の労働者の生産性は高いが、熟練作業では日本の労働者よりも生産性  
は低い。ライン長、組長、スタッフには本社の研修制度がある。   
R＆D   
日本のやり方を引き継いでいる。シャフトやリード線の長さについては日系企業は90％  
自主開発しているが、ノキアは10％程度が自主開発である。   
製品   
珠梅松下馬達有限公司の生産物は、事務機器モーター、携帯電話振動モーター、音響モ  
ーター、空調機器モーター、メディア・モーター等である。   
情報機器はメディア、ドキュメント、通信、音響、新規創造分野に分類できる。最大の  
製品はフアンモーターであり、月産1500万台であり、最小の製品は携帯振動モーターでそ  
の大きさは4mある。すべて電子ガバナモーターである。   
メディア面では精密ブラシレスモーターは月産400万台である。ドキュメント面では  
パワーブラシレスモーター、バナフローモーター、ポリゴンミラーモーターを生産してい  
る。通信面では精密コアレスモーターを月400万台生産している。   
環境対策   
環境対策としては本社は1997年3月にISO9002を取得している。また1998年10月  
ISO14001を取得している。   
決   
外貨管理の制約がある。   
部品調達  
－120－   
輸入は70・80ヲ‘で日本やシンガポールの工場から輸入している。日本の工場からは電子部  
品を輸入している。   
現地調達については日系企業、中国系企業、台湾系企業から調達する。杭州松下馬連有  
限公司の工場では70％が内販であり、材料の調達は95％に達している。   
WTO加盟の影響  
税関関係は特に変化はない。輸出は無税になる。深別に販売会社があり、香港からコンテ  
ナで輸出している。   
エネルギー問題   
自家発電設備も所有している。電圧問題はフィルター等でバックアップ出来ており、特  
に問題は生じていない。   
新体制改革   
2002年2月1日から改革が始まっている。1997年に分社体制を取って以来の改革であ  
る。社内EMSにおいて産業モータ部門と家電モータ部門をサブとして情報機器モータ部門  
をメインとする。   
中国における人件費   
中国における人件費は直接間接費用を入れて10・15％である。日本では人件費はその2倍  
になる。生産は3班2交代制である。土日は残業24時間操業体制である。基本は4勤2休  
体制である。   
金型問題   
プレス加工の金型は日本やシンガポールの工場で製作していたが、プレス・整形の金型  
は台湾系企業や中国系企業の技術力が向上しており、使用出来る状況になりつつある。  
－121－   
キヤノン珠海現地ヒアリング  
ヒアリング日時2002年8月15日  
訪問者 金 海英（京都大学大学院生）  































－122－   
れた。   
珠海は改革開放以前は、小さな漁村であったが、その後、外部から大規模な移住民によ  
り現在の規模の都市になった。その故、広東省では珍しく、北京語が共用語であり、人材  
集めに有利な利点もある。   
キヤノンは珠海のこのような投資環境に非常に満足しているようであった。  















業訪問で強く感じた。   
賃金体制は、はじめはキヤノンの年功序列に基づいた賃金体制を持ってきていたが、10  
年間たつと給料が労働マーケットに比べると2倍にもなってしまい、中国の常識的な賃金  









に辞めてしまうというケースが多いようであった。   
今回の企業訪問で強く感じたのは中国系（台湾系を含む）と日系の企業は生産管理面で  






部品調達の問題   
今のところ、部品の80％は日本をはじめとする海外からの輸入に頼っている。輸入部品  
はその80％が日本からであり、残りの20％は東南アジアなどの国からのものとなってい  

























一124－   
見解となっている。これは、日本の一部の報道機関による派手な報道より地味なものであ  









くの外国企業に人気のあるところとなっている。   
世界の工場といわれている、また混沌とした中国の大地で、美しくビジネスをやりたい、  
とのキヤノン珠海総責任者浅野さんの言葉が印象的であった。  
－125－   
京セラ東莞現地ヒアリング  
ヒアリング日時2002年8月9日  
訪問者 金 海英（京都大学大学院生）  





る。今現在、アメリカに関連会社12社、ヨーロッパに14社ある。   
京セラは中国に3ケ所の生産拠点を設けている。上海は主に部品関係の生産を行なって  
おり、貴州省は携帯電話の生産がメインである。この三つの中国の生産拠点を管理する機  






立地場所東莞の状況   












































企業にきりかえるということだった。   


































係長クラスの女性管理者もいる。   
生産活動は、生産部門はもとより、管理部門もほとんど、中国人スタッフに任せており、  
今はフイルムの開発部門に29名の日本人技術スタッフがいるのみである。ほかの日系企業  







－128－   
残りの40％は日本以外にも台湾、韓国の関連会社からの調達になる。  


























－129－   
杭州中策埠酒有限公司現地ヒアリング  
ヒアリング日時1999年8月28日  







アサヒと杭州埠酒が共同開発した「日本朝日埠酒」が発売された。   









－130－   
